






要約:沖縄県平良市池間、狩俣地区における乳幼児の総合的歯科保健計画の試行のなかで、

食生活指導の短期的成果を歯肉炎を指標として判定した。対照とした鏡原・宮原地区の乳

幼児と比較して個人の平均歯肉炎スコアの低いものが多く、食生活指導の効果が認められ

た。また、歯肉炎スコアの変化から、両地区とも指導効果のみられないものが分化しつつ

あることが明らかとなった。 


